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えちごエコネット第2回活用部会における提案内容（青色部分は今回の実証実験では実現が難しそうな事項）

潟来亭の前で「福島潟オープンカフェ」

福島潟や流域の自然について、
楽しみながら、さりげなく伝え
られるような仕掛けも
例）潟カメラの映像を投影

屋上展望のさらなる活用
など

・アンケートにより、来訪者の属性や志向を把握し、今後の展開に活用
・利用状況を踏まえて、オープンカフェの常設化を検討

ラグーン・ブリュワリー
（LB）※公園区域外

潟舟体験や雁晴れ舎までのミニツアーを試行
（ビュー福島潟スタッフがガイド可能）

菱風荘

レンタサイクルを活用し、福島潟堤防
を巡ったり、豊栄～福島潟～阿賀野川
でのサイクルツーリズムなどを検討

カフェメニュー 宿泊客へ取組を紹介

※アウトドアメーカーへタープなどの提供を打診

将来的には
UAVで配達

配達

注文

豊栄駅前やLB
などにサイクル
ポートを設置

外部
配信

潟来亭

ビュー
福島潟
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１．オープンカフェの営業

２．生態系や景観の保全

３．えちごエコネットに関する普及啓発

４．見どころ情報の提供

５．来訪者意識調査

６．連動したアクティビティ・プロダクツ

７．集客イベント

８．広報

検討事項
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１．オープンカフェの営業

・出店者： ラグーンブリュワリー

・椅子・テーブル等： ノラクチーナが提供

・営業期間： 7月16日頃から11月下旬頃までを
想定（月曜定休予定・雨天閉店）
※当初は開店を告知せずに
ソフトオープンという形で
スタートさせる。

・営業時間： 10:00～17:00

・メニュー： 現在店内で提供している商品
とほぼ同じもの（右メニュー）

・注文方法： 当面は電話（アプリは検討中）

・配達方法： 店員が歩いて運搬
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２．生態系や景観の保全

・椅子・テーブル等の配置： 7/5に関係者で現場合わせを実施し、
柿の木の下に設置することで合意

・看板等の設置： 当面、大きなものは設置せず。将来的には要検討

・ゴミ箱： 専用のゴミ箱を設置予定

荒天時の収納場所
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３．えちごエコネットに関する普及啓発
メニューにQRコードを載せて、えちごエコネットのサイトや見どころマップ等へ誘導

見どころ
マップ
（p.6）

やさしいイラストでエコネットの
考え方を伝えるページへ（資料2のp.7）

アンケート
フォーム
（p.7）



４．見どころ情報の提供

・越後平野生態系ネットワークに係る資源等（観察ポイント等）や標柱番号について、
グーグルマイマップ（えちごエコネットのウェブサイト内に挿入済み）と連動させる
とともに、標柱やサインにQRコードを印刷する（ビュー福島潟が設置準備中）。

標柱番号をマイマップへ

サインにQRコードを印刷

グーグルマイマップ

福島潟
みどころ
MAP
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５．来訪者意識調査
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アンケート調査

（検討中）

・福島潟への訪問回数、前回訪問時期

・オープンカフェが主な目的か？

・オープンカフェ以外の目的地

・オープンカフェの推奨度

・お住まい、年代、性別

予備調査 本調査

アンケートフォーム



６．連動したアクティビティ・プロダクツ
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蔵の宿 菱風荘

ラグーンブリュワリー

こどもたいけん合宿*
（7月25～26日予定）

シェアサイクル

有機農産物

焚火体験

* https://blog.goo.ne.jp/ryofusou/e/d41bbe8ed9dc3c41bfbe798b599b1dbb

ビューショップ

クラフト・サケ

OPEN CAFE

ビュー福島潟

越後平野
展望

自然栽培
の水田

酒米供給

お米
販売

阿賀野川
などへ

講師・ガイド

カフェメニュー提供

福島潟一周



・オープンカフェの開店を記念して、無農薬の地元農産物など、こだわりの食材を
使用した特別メニューを、生産者の話などを聞きながら楽しめるイベントを開催

・月岡温泉関係者や企業等に呼びかけ（視察依頼）

７．集客イベント？
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８．広報

新潟市里潟研究
ネットワーク会議

新潟市北区
観光協会 北陸地方整備局

新潟県観光協会

新発田市
観光協会


